
交
換
業
者
、
民
間
銀
行
、 

中
央
銀
行
等
が
取
組
み
を
推
進

　

仮
想
通
貨
交
換
業
の
ビ
ッ
ト
フ
ラ

イ
ヤ
ー
は
11
月
29
日
、
米
国
に
お
い

て
仮
想
通
貨
交
換
業
を
開
始
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
42
州
で
仮
想

通
貨
交
換
業
の
た
め
の
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
。
今
後
、
円
と
米
ド
ル
間
で

の
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
利
用
し
た
送
金

サ
ー
ビ
ス
も
早
期
に
実
現
し
た
い
考

え
だ
。
た
と
え
ば
、
日
本
か
ら
米
国

に
送
金
す
る
際
、
円
を
仮
想
通
貨
に

交
換
し
て
送
金
し
、
米
国
に
い
る
相

手
は
仮
想
通
貨
か
ら
米
ド
ル
に
交
換

し
て
受
け
取
る
仕
組
み
で
あ
り
、
従

来
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
即
座
に
送
金

を
完
了
で
き
る
。

　

他
方
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
マ
イ
ニ

ン
グ
事
業
は
現
在
、
中
国
勢
が
圧
倒

的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
や
Ｇ

Ｍ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、D

M
M

.
com

と
い
っ
た
日
本
企
業
が
マ
イ
ニ

ン
グ
事
業
の
開
始
・
参
入
を
表
明
し

て
い
る
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
は
、
傘
下
に
仮
想
通

貨
交
換
業
者
の
登
録
を
受
け
た
Ｓ
Ｂ

Ｉ
バ
ー
チ
ャ
ル
・
カ
レ
ン
シ
ー
ズ
を

設
け
る
な
ど
グ
ル
ー
プ
内
の
体
制
整

備
を
行
い
つ
つ
、
海
外
の
仮
想
通
貨

関
連
企
業
へ
続
々
と
出
資
。
ま
た
、

仮
想
通
貨
や
電
子
マ
ネ
ー
、
ポ
イ
ン

ト
な
ど
と
交
換
可
能
な
決
済
基
盤

「
Ｓ
コ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
構
築
に
取
り
組
む
（
18
ペ
ー
ジ
）。

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

グ
ル
ー
プ
は
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
基

盤
技
術
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

に
着
目
し
て
、
独
自
の
デ
ジ
タ
ル
通

貨
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
コ
イ
ン
」
の
開
発
を

進
め
る
ほ
か
、
国
内
外
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
等
に
積
極
参
加
。
な
か
で
も
、

８
月
か
ら
参
加
し
て
い
る
「
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
・
セ
ト
ル
メ
ン
ト
・
コ
イ

ン
」
は
ス
イ
ス
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
主
導
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
、
中
央
銀
行

に
銀
行
が
預
け
る
お
金
を
裏
付
け
と

し
て
コ
イ
ン
を
発
行
し
、
そ
の
コ
イ

ン
で
銀
行
間
決
済
を
行
う
と
い
う
取

組
み
だ
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
決
済
の
実

現
に
よ
っ
て
信
用
リ
ス
ク
軽
減
を
図

る
狙
い
が
あ
り
、
19
年
の
実
用
化
を

目
指
す
。
ま
た
、「
金
融
取
引
の
裏

付
け
と
し
て
、
銀
行
間
で
の
債
権
や

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
取
引
な
ど
に
も
汎

用
的
に
使
え
る
」（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
デ
ジ
タ
ル
企
画
部
・
柴
田
誠

プ
リ
ン
シ
パ
ル
ア
ナ
リ
ス
ト
）
と
の

期
待
も
あ
る
。

　

一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
は
、
中
央
銀
行
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
通
貨
発
行
の
研
究
も
進
ん
で

い
る
（
15
ペ
ー
ジ
）。
米
国
で
も
ニ

改
正
資
金
決
済
法
が
今
年
４
月
に
施
行
と
な
り
、
９
月
に
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
登
録
第
一
弾
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
仮
想
通

貨
市
場
は
発
展
の
さ
な
か
に
あ
る
。
民
間
銀
行
や
中
央
銀
行
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
へ
の
取
組
み
も
広
が
っ
て
い
る
。
他
方
、
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
を
巡
っ
て
は
、
価
格
高
騰
に
わ
く
一
方
で
、
本
来
期
待
さ
れ
て
い
た
送
金
で
の
利
便
性
に
お
い
て
は
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

金融財政事情2017．12．11 12



地
銀
の
採
用
面
接
が

〝
練
習
台
〞
に
さ
れ
る
現
実

　

「
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
生
か
ら
み
て
、

地
銀
が
県
内
の
一
番
手
企
業
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は

も
は
や
剥
落
し
て
い
る
。
残
業
が
多
い
実
態
も
知

れ
渡
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
思
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
│
│
。
あ
る
大
手
地

銀
の
人
事
担
当
幹
部
は
、
こ
こ
数
年
の
新
卒
採
用

活
動
を
自
嘲
気
味
に
振
り
返
る
。

　

同
行
で
は
18
年
４
月
入
行
の
採
用
は
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
ど
お
り
に
終
え
た
も
の
の
、
内
定
辞
退
者
が

内
定
者
全
体
の
２
割
に
の
ぼ
り
、
10
月
の
内
定
式

以
降
に
も
数
名
の
辞
退
が
出
て
い
る
。「
必
要
最

低
限
の
人
数
は
確
保
で
き
て
い
る
た
め
、
秋
採
用

の
実
施
に
追
い
込
ま
れ
た
過
年
度
よ
り
は
ま
し
だ

が
、
優
秀
な
学
生
か
ら
順
番
に
辞
退
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
」（
同
）
と
苦
悩
を
打
ち
明
け
る
。

　

新
卒
採
用
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
こ
の
数
年
、
全
国
的

に
超
売
手
市
場
で
推
移
し
て
お
り
、
就
職
人
気
企

業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
県
内
上
位
に
位
置
す
る
地
方
銀

行
で
も
採
用
難
が
続
い
て
い
る
。

　

と
く
に
地
方
部
の
地
銀
で
聞
か
れ
る
の
が
、

「
Ｕ
タ
ー
ン
学
生
が
採
れ
な
く
な
っ
た
」（
西
日

本
の
地
銀
）
と
い
う
声
だ
。「〝
外
の
空
気
〞
を
知

っ
て
い
る
人
材
が
欲
し
い
た
め
、
全
体
の
６
〜
７

割
は
県
外
へ
進
学
し
た
学
生
を
採
用
し
て
い
る
」

（
東
日
本
の
地
銀
）
と
い
う
よ
う
に
、
多
く
の
地

銀
が
Ｕ
タ
ー
ン
学
生
を
狙
い
、
東
京
・
大
阪
を
は

じ
め
県
外
で
の
採
用
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
し

か
し
、「
一
昔
前
と
違
い
、
長
男
・
長
女
で
あ
っ

て
も
、
親
が
「
地
元
へ
帰
っ
て
こ
い
」
と
い
わ
な

く
な
っ
た
」（
同
）
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
採
用

母
集
団
自
体
の
減
少
を
懸
念
す
る
。
県
外
学
生
が

受
験
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
や
む
な
く
地
元

へ
帰
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
場
合
の
〝
抑

え
〞」（
西
日
本
の
地
銀
）
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え

て
お
り
、
内
定
を
出
し
て
も
結
局
は
東
京
な
ど
の

大
手
企
業
に
就
職
し
て
し
ま
う
と
い
う
。

　

そ
の
た
め
、
最
終
的
に
２
０
０
名
弱
に
内
定
を

出
し
た
も
の
の
、「
選
考
中
の
面
接
辞
退
や
内
定

辞
退
が
１
０
０
名
に
も
の
ぼ
っ
た
」（
東
日
本
の

地
銀
）
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
り
え
な
か
っ
た
事

態
が
生
じ
て
い
る
。

　

学
生
の
併
願
先
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
従

来
は
金
融
業
界
を
志
望
し
て
、
メ
ガ
バ
ン
ク
や
保

険
・
証
券
と
一
通
り
受
け
る
な
か
で
出
身
地
の
地

銀
も
受
験
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
近
年
は
特

定
の
業
界
に
絞
ら
ず
に
受
験
す
る
傾
向
が
強
い
と

い
う
。「
面
接
時
に
併
願
先
を
聞
く
と
、
Ｉ
Ｔ
関

連
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
東
京
の
大
手
企
業
ば
か
り

で
金
融
機
関
は
当
行
の
み
。
と
り
あ
え
ず
地
元
地

銀
も
受
け
て
お
こ
う
、
と
い
う
〝
練
習
台
〞
に
使

わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」（
西
日
本
の
地
銀
）。

　

地
銀
の
採
用
担
当
者
の
落
胆
ぶ
り
は
察
す
る
に

余
り
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
内
定
に
は
法
的
拘
束
力

は
な
い
。「
内
定
辞
退
者
が
将
来
的
に
大
事
な
お

客
さ
ま
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
辞
退
の
理
由
は

詳
し
く
詮
索
せ
ず
、
無
理
な
引
き
留
め
は
し
て
い

な
い
」（
大
手
地
銀
）
と
い
う
。

入
行
前
の
理
想
と

入
行
後
の
現
実
に
ギ
ャ
ッ
プ
も

　

せ
っ
か
く
採
用
し
た
の
に
、
戦
力
に
な
り
か
け

た
矢
先
に
転
職
さ
れ
る
の
も
頭
痛
の
タ
ネ
だ
。

　

「
３
年
以
内
で
辞
め
る
行
員
は
大
半
が
県
庁
に

転
職
し
て
い
る
」（
西
日
本
の
地
銀
）、「
転
職
先

は
ほ
ぼ
東
京
の
大
手
民
間
企
業
」（
東
日
本
の
地

銀
）
と
い
う
よ
う
に
、
官
庁
や
大
都
市
の
大
手
企

新
卒
採
用
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
空
前
の
売
り
手
市
場
の
な
か
、
地
方
銀
行
で
は
２
０
１
８
年
４
月
入

行
の
内
定
式
が
10
月
に
終
わ
り
、
19
年
４
月
入
行
の
新
卒
採
用
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
っ
て
い

る
。
18
年
入
行
者
の
採
用
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
「
目
標
人
数
を
確
保
で
き
た
」
と
い
う
声
が

多
い
も
の
の
、
大
幅
な
内
定
辞
退
者
が
出
た
り
、
地
元
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
採
用
が
振
る
わ
な

か
っ
た
り
と
い
う
状
況
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。「
優
秀
な
人
材
の
確
保
は
次
の
中
期
経
営
計

画
に
お
け
る
優
先
課
題
」
と
危
機
感
を
露
わ
に
す
る
採
用
担
当
者
も
い
る
状
況
だ
。

超
売
手
市
場
で
深
刻
化
す
る

地
銀
の
新
卒
採
用
難
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投
資
家
保
護
に
向
け
た

手
数
料
透
明
化
の
一
環

　

18
年
１
月
３
日
に
迫
っ
た
Ｍ
ｉ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
Ⅱ
適
用
開
始
に
向
け
、
17
年
10

月
26
日
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ

が
定
め
る
リ
サ
ー
チ
コ
ス
ト
ア
ン
バ

ン
ド
リ
ン
グ
（
取
引
執
行
手
数
料
と

リ
サ
ー
チ
手
数
料
の
分
離
。
以
下
、

「
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
」）
に
関
し

て
、
三
つ
の
金
融
団
体
か
ら
の
照
会

に
対
す
る
３
本
の
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

・
レ
タ
ー
（
注
１
）
を
公
表
し
た
。

同
時
に
Ｅ
Ｃ
は
Ｅ
Ｕ
域
外
国
に
よ
る

Ｅ
Ｕ
内
投
資
会
社
へ
の
リ
サ
ー
チ
お

よ
び
取
引
執
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係

る
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
公
表
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
の
背
景
と
な

っ
た
Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
の
ア
ン
バ
ン
ド

リ
ン
グ
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
レ
タ
ー
お
よ
び
Ｅ

Ｃ
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
の
概
要
を
説
明
す
る
。

　

Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
は
投
資
家
保
護
の

た
め
に
手
数
料
の
透
明
化
を
求
め
て

お
り
、
投
資
会
社
は
投
資
家
に
対
し

て
売
買
等
に
関
す
る
取
引
執
行
費
用

と
投
資
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
に
係
る

費
用
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
（
注

２
）。
リ
サ
ー
チ
費
用
に
関
し
て
は
、

投
資
会
社
が
自
ら
の
資
金
で
支
払
う

方
法
と
リ
サ
ー
チ
費
用
の
支
払
専
用

口
座
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
：R

esearch P
ay-

m
ent A

ccount

）
か
ら
支
払
う
方
法

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
投

資
会
社
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
そ
の

資
金
調
達
は
投
資
家
が
負
担
し
、
毎

年
度
投
資
家
の
合
意
を
得
た
リ
サ
ー

チ
予
算
を
立
て
て
執
行
す
る
と
と
も

に
、
内
容
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
次

年
度
の
予
算
を
見
直
す
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
回
す
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

米
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
法
の

適
用
除
外
︵
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
レ
タ
ー
︶

　

米
国
証
券
業
金
融
市
場
協
会
（
Ｓ

Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
：T

h
e S
ecurities In

-
dustry and F

inancial M
arkets 

A
ssociation, 

注
３
）
に
よ
る
照
会
は
、

Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
へ
の
対
応
が
米
国
の

１
９
４
０
年
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
法

違
反
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
懸
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
償
で

リ
サ
ー
チ
提
供
を
行
う
Ｂ
Ｄ
が
、
同

法
上
の
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
は
な

い
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
米
国
Ｂ
Ｄ
が
Ｅ
Ｕ
域

内
の
投
資
会
社
に
リ
サ
ー
チ
を
提
供

し
て
そ
の
対
価
を
受
領
す
る
こ
と
は
、

Ｅ
Ｕ
域
内
の
投
資
会
社
に
と
っ
て
は

Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
に
準
拠
す
る
た
め
に

必
要
な
対
応
で
あ
る
が
、
米
国
Ｂ
Ｄ

に
と
っ
て
は
受
領
し
た
対
価
が
投
資

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
法
の
有
償
の
リ
サ
ー

チ
提
供
に
該
当
す
る
場
合
に
は
同
法

違
反
の
懸
念
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
米
国
だ
け

で
な
く
、
広
く
Ｅ
Ｕ
域
外
国
か
ら
の

リ
サ
ー
チ
提
供
に
つ
い
て
も
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
Ｓ
Ｅ

Ｃ
レ
タ
ー
と
同
時
に
Ｅ
Ｃ
か
ら
Ｆ
Ａ

Ｑ

“M
iF
I
D
Ⅱ

：IN
T
E
R
A
C
-

T
IO
N

 W
IT
H

 T
H
IR
D

 C
O
U
N
-

投
資
家
保
護
の
た
め
、
取
引
執
行
手
数
料
と
リ
サ
ー
チ
費
用
の
分
離
に
よ
る
手
数
料
の
透
明
化
を
求
め

る
Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
︵
欧
州
第
２
次
金
融
商
品
市
場
指
令
︶
の
施
行
日
が
２
０
１
８
年
１
月
３
日
に
迫
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会
︵
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︶
と
欧
州
委
員
会
︵
Ｅ
Ｃ
︶
が
10
月
26

日
、
指
針
を
公
表
し
た
。
Ｅ
Ｃ
は
第
三
国
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
︵
Ｂ
Ｄ
︶
も
リ
サ
ー
チ
費

用
の
明
確
化
を
求
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
Ｍ
ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
に
応
じ
た
法
改
正
の
検
討
も
示
唆
し
て
い
る
。
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